
２０４名の新入生のみなさん、酒田西高での新生活のスタートおめでとうございます 

短い高校生活・・・悔いを残さず完全燃焼させよう  校長 成澤 満 
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４月８日（月）、あいにくの雨に見舞われましたが、全日制１９７名、定時制７名の合わせて２０４名の新入生のみなさんを迎え、厳

粛ながらもさわやかな雰囲気の下、入学式が執り行われました。式には、在学生、保護者の皆様も参列し、校長の式辞に続いて、

新入生を代表して阿曽美由樹さんが、「新たな希望を胸に、それぞれの目標に向かって学業や部活動、行事に精一杯励み、努力

を惜しまないことをここに誓います。」と誓詞を述べました。 また全員で西高の校歌を体育館一杯に響かせみんなで歌いました。今こ

の時の気持ちを忘れずに、西高というステージで二度とない貴重な青春の１ページを刻んでください。ご入学おめでとうございます。 

 

 3月1日には、191名の卒業生（全日）を送り出し、4月8日には197名（全日）の入学者を迎え

入れました。新入生は、一様に緊張した面持ちでしたが、これから始まる高校生活に胸を膨ら

ませていることでしょう。ご入学おめでとうございます。 

 卒業生は、過ぎ去った高校生活をどのような気持ちで振り返っていることでしょうか。察する

に、高校生活が想像以上に短く感じているのではないでしょうか。 

 これからの学校生活を冷静に考える余裕などない入学したての段階で、もう将来の進路を考

えるように促されます。そして、中学校時代とは比較にならないほど高くなった日々の学習、結

果を残そうと頑張った部活動、仲間と協力して取り組んだ学校行事など、やることは山ほどあり

ます。毎日の生活に追われているうちに、気が付けばもう卒業の年次を迎えます。そこで、始め

てやり残したことの多さに向き合うことになります。進路希望と自分の学力の隔たりに押しつぶさ

れそうになりながらも、その不安と戦いながら受験勉強と格闘しました。そして、それぞれが目指す進路実現に向け受験に臨みまし

た。必ずしも全員が思い通りの結果になったわけではありません。しかし、少なくとも高校生活をどれだけ完全燃焼できたかによって、

卒業後の生き方は大きく影響を受けることになります。新入生に限らず、新年度をスタートするに当たって、短い高校生活に悔いを残

さないよう決意を新たにしてほしいものです。 

共にあり未来を拓く  １年次主任 富樫 晃 

 入学式から約1ヶ月が経過しました。１年次研修会やスターライトセミナー、進路講話などの取り組

みを通して、新入生の素直で前向きに取り組む姿を見ることができました。また、３回の校歌練習で

は、私が本校に赴任してから聞いた校歌の中で、最も心に響く歌声を聞くことができました。これ本当

です！真剣になりふり構わず取り組む姿は、人を感動させるものです。そして真剣に取り組む人は、

多くの人に応援してもらえるものです。 皆さんにはずっとそのような人であってほしいと思います。 

 私は、校歌の最後「共にあり未来を拓く」という歌詞が大好きです。高校時代は多くの経験を通し

て、「自分はどんな人間か？どう在りたいのか？」を自問自答しながら、なおかつ力をつけていかなけ

ればなりません。苦しいことから逃げ出したくなることもあるでしょうが、仲間と励ましあい刺激しあいな

がら、それぞれの道を少しずつ切り拓いてくれることを願っています。 



第1巻 第1号 

対面式・部紹介 

裕かに 聡く 逞しく 

今年は体育祭！  
７月２７日（土） 

 

【テーマ】歓喜の瞬間を走り抜け 

～輝け青春・体育祭～  

皆さん！是非見に来てください！ 

 ４月１０日（水）は新入生と２年次・３年次生

の初の対面の日。新入生代表の誓いの言葉と

３年生の歓迎の言葉が取り交わされ、共に西

高生の仲間としてスタートする日になりました。

その後、各部がそれぞれの趣向をこらした部

紹介を行い、いよいよ各部活動の新入生勧誘

合戦がスタート。部活は高校生活の重要な柱

です。部活と学業を両立させて充実した高校

生活を送ってほしいものです。 

 自分が何に向いていて何がしたいのかわかる人などいない。決まっていても漠然としたものだったり、思い

込みだったり、多くの大人も本当にしたいことをしている人は少ない。そういう私も最も就くことはないはずの

職業に就いている。だけど自分で考えたり行動しないと先は見えない。いろんなことにチャレンジしていろん

な人と接して見えてくる。皆さんは自分探しの第一歩としてこれからたくさん悩んだり不安になったりするで

しょう。行動しかありません。待っていても答えは出ません。今、自分でこうなりたい。こうしたいという気持ち

を持っている人、真っ直ぐ突き進んで下さい。この一年はもう突き進むだけの１年。まぁいいかと妥協する

のではなく目的とする地点に辿り着いて下さい。３年次１９９人それぞれの進路があり生き方があります。同

じ生き方はありません。受験という最初の試練、逃げることなく、周りに流されることなく１日１日を充実した

ものにして下さい。 

「自分はいったいどこへ向かうのか」 新3年生へのメッセージ     3年次主任 佐藤 康典 

「いよいよ２年次生のスタートです」 新２年生へのメッセージ     ２年次主任 中島崇裕 

 いよいよ２年次生のスタートです。教室でも部活中でも新しい環境になり、何かと落ち着かない、不安

な日々になっているかもしれません。でもやるべきことが変わったわけではありません。自信を持って去

年１年間で考えていたことを確実に行動に移しましょう。ただ考えているだけではもうダメで、様々な場

面での積極的な行動こそが君たちを成長させてくれます。日々の勉強や部活動、修学旅行などの行

事等と、この１年間にゆっくり休んでいる暇などありません。健康でけじめある生活を送り、しっかりと前向

きにチャレンジをしていきましょう。                   

スターライトセミナー 新１年生 オンリーワンの輝く星を目指して 

 ４月１５日（月）～１７日（水）の３日間、新一年生を対象に、１６時から２０時３０分

まで、「スターライトセミナー」を実施しました。このセミナーは、高校の各教科の学習

方法を学び、授業で学んだことをどのようにして家庭で学習していけばいいのかを実

際に体験することで、家庭学習の習慣化を目指すための行事です。夜遅くまでのセ

ミナーでしたが、全員が真剣になって教師の話に耳を傾けていました。 


